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第3回定例会 バラ議会 を開催
　令和 ３年（2021年）第 ３回可児市議会定例会を ５月28日から ６月23日
までの27日間の会期で開き、令和 ３年度一般会計補正予算など12件を
審議しました。

　可児市議会では、春のバラが一番
盛りを迎える ６月定例会を『バラ議
会』と称し、バラのまち可児を広く
アピールするため、花フェスタ記念
公園および岐阜県立国際園芸アカデ
ミーのご協力をいただき、今年も議
場にバラの花を飾りました。
　なお、この定例会において、「新
型コロナウイルス感染症克服へ可児
市議会緊急宣言」を発信することが
提案され、全会一致で可決されまし
た。（内容は１１ページに記載）

提出された議案と審議結果
　第 ３回定例会に提出された議案は、承認 ４件、予算 １件、条例 ４件、財産の取得
が 1件でした。その他請願 1件、委員会からの提案が １件ありました。

議案の詳しい内容については、議会ホームページで確認い
ただくか、議会事務局窓口で閲覧することができます。

番号 件名 結果

議
案

41 令和 ３年度一般会計補正予算（第 ２号）　★ １ ◎

42 税条例の一部改正 ◎

43 債権管理条例の一部改正 ◎

44 国民健康保険税条例の一部改正 ◎

45 介護保険条例の一部改正 ◎

46 財産の取得について（消防ポンプ自動車） ◎

番号 件名 結果

承
認

1 令和 ３年度一般会計補正予算（第 １号）の専決
処分 ◎

2 固定資産評価委員会条例の一部改正の専決処分 ◎

3 税条例の一部改正の専決処分 ◎

4 都市計画税条例の一部改正の専決処分 ◎

請
願 2 政府に消費税減税を求める意見書提出に関する

請願 △

発
委 ３ 可児市議会緊急宣言 ◎

 ※結果の表示記号　◎全会一致で可決　△賛成少数で不採択

第 ３回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件は全会一致で可決しました。
奥
村　
新
五

松
尾　
和
樹

中
野　
喜
一

田
原　
理
香

大
平　
伸
二

渡
辺　
仁
美

伊
藤　
　
壽

勝
野　
正
規

板
津　
博
之

澤
野　
　
伸

山
田　
喜
弘

川
合　
敏
己

川
上　
文
浩

天
羽　
良
明

酒
井　
正
司

野
呂　
和
久

山
根　
一
男

中
村　
　
悟

伊
藤　
健
二

冨
田　
牧
子

亀
谷　
　
光

林　
　
則
夫

請願第 ２号
政府に消費税減税を求める意見書提出に関する請願 ●〇〇欠●〇●●● - ●●〇〇●●〇●〇〇●●

※〇は賛成　●は反対　　※議長（澤野　伸）は採決に加わらない。　　※田原理香議員は体調不良により欠席。

★ １【補正予算の主な内容】新型コロナウイルス感染防止対策として国からの交付金を活用するものです。
　　 予算の増額分は小中学校教室の換気扇・網戸の設置や、市内公共施設のトイレ洗面台・照明スイッチの非接触型化

等に使用されます。
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総
務
企
画
委
員
会

　
税
制
改
正
に
伴
う
可
児
市
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
と
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
な
ど
３
件
の
議
案
と
、

請
願
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

◆
◆
質
疑
◆
◆

　
国
外
に
住
む
30
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
親
族
は
、
原
則
と
し
て
扶
養
控
除

の
対
象
外
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴

う
条
例
の
一
部
改
正
を
審
査
し
ま
し

た
。

Q  

今
回
の
改
正
で
所
得
の
計
算
方

法
に
変
更
は
あ
る
か
。

A  

非
課
税
限
度
額
を
計
算
す
る
際

の
扶
養
親
族
の
範
囲
が
変
わ
る
だ
け

で
所
得
の
計
算
方
法
の
変
更
は
な
い
。

Q  

消
防
団
で
使
用
す
る
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
買
い
替
え
の
今
後
の
計

画
は
。

A  
今
回
更
新
す
る
車
両
は
22
年

経
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
２
年

ご
と
に
古
い
車
両
か
ら
順
次
更
新
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q  

指
名
競
争
入
札
を
行
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
い
く
つ
の
会
社
が
参
加

し
た
の
か
。

A  

今
回
は
10
社
を
指
名
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
日
本
の
経
済
状
況
が
好
転
を
望

め
な
い
中
で
、
生
活
者
目
線
に
立
ち
、

消
費
税
率
を
５
％
に
引
き
下
げ
る
こ

と
を
国
に
求
め
て
ほ
し
い
と
い
う
請

願
が
あ
り
、審
査
の
結
果
、賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
消
費
税
は
社
会
保
障
の
重
要
な

財
源
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
生

活
を
支
え
る
財
政
基
盤
と
な
っ
て
い

る
。
５
％
に
引
き
下
げ
る
と
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
な
ど
の
充
実
支

援
を
行
う
財
源
確
保
が
困
難
に
な
る

と
考
え
反
対
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
世
界
56
カ

国
で
付
加
価
値
税
が
減
税
さ

れ
て
い
る
。
経
済
状
況
を
よ
く
す
る

た
め
に
も
当
面
５
％
に
引
き
下
げ
る

こ
と
に
賛
成
。

教
育
福
祉
委
員
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
一
定
の
収
入
が
減
少
し
た
方

の
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
減
免
が
令
和
３
年
度
末
ま
で

延
長
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

◆
◆
質
疑
◆
◆

Q  

国
や
県
か
ら
の
給
付
金
を
受
け

と
っ
た
場
合
、
保
険
税
（
料
）
を
算

定
す
る
際
に
事
業
収
入
と
な
る
か
。

A  

特
別
定
額
給
付
金
や
持
続
化
給

付
金
は
、
事
業
収
入
の
算
定
に
含
め

な
い
。

反対賛成

～
第
３
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
～

常
任
委
員
会
報
告

　
　

　

請
願
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

国
民
の
権
利
で
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
の
機
関
に
対
し
て

意
見
や
希
望
を
述
べ
る
こ
と
で

す
。

　

地
方
議
会
へ
の
提
出
に
は
紹

介
議
員
が
必
要
で
す
。
請
願
は

委
員
会
で
審
査
を
行
い
、
審
査

結
果
を
本
会
議
に
報
告
し
、
議

会
と
し
て
の
採
択
・
不
採
択
を

決
定
し
ま
す
。

ワン
ポイント

〇
請
願
と
は
？

3　　可児市議会だより　2021.8.1



一 般
11
人
が
市
政
を
問
う

質
問

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
会
議
時
間
短
縮
の
た
め
に
持
ち
時
間
を
1

人
60
分
以
内
か
ら
45
分
以
内
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
現
行
の
第
２
期
可
児
市
教
育

振
興
基
本
計
画
を
令
和
５
年
度
ま

で
踏
襲
し
て
い
く
の
は
必
然
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
新
教
育
長
と
し

て
今
後
の
教
育
方
針
を
ど
の
様
に

造
り
上
げ
て
い
く
の
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
限
ら
れ
た

学
校
運
営
を
通
し
て
各
校
の
校
長

等
と
と
も
に
「
笑
顔
の
学
校
づ
く

り
」
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
が
整
っ
た
今
、

そ
の
活
用
推
進
を
行
う
と
と
も
に
、

不
登
校
や
い
じ
め
に
対
し
、
ど
の

学
校
も
同
じ
危
機
感
を
も
っ
て
取

り
組
む
よ
う
に
努
め
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
は

　
　
10
年
ぶ
り
の
教
育
経
験
者
の

教
育
長
と
し
て
、
現
場
を
預
か
る

教
職
員
の
働
き
易
い
環
境
づ
く
り

を
ど
の
様
に
行
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
と

各
校
の
努
力
に
よ
り
、
一
定
の
成

果
は
あ
っ
た
と
捉
え
る
。
各
校
の

校
長
が
学
校
運
営
方
針
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
何

を
大
切
に
し
て
い
く
の
か
を
見
極

め
て
い
く
。

　
昨
年
度
か
ら
「
部
活
動
」
に
係

る
動
き
が
あ
る
。
現
在
、
指
導
の

あ
り
方
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
取
り
組
み
も
教
員
の

働
き
方
改
革
を
進
め
る
一
助
に
な

と
考
え
る
。

QAQ

A

教
育
長
の
教
育
方
針
は

勝
かつ
野
の
　正

まさ
規
き

第 ２期可児市教育振興基本計画

YouTubeで議場での一般
質問や各委員会の様子を配
信しています。いつでも視
聴することができますので
ご利用ください。
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文
部
科
学
省
は
令
和
７
年
度

か
ら
幼
児
期
か
ら
高
校
生
ま
で
を

対
象
と
し
た
「
生
命（
い
の
ち
）の

安
全
教
育
」
を
推
進
す
る
。
本
市

で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
子
ど
も
た
ち
を
性
暴
力
の
加

害
者
に
も
、
被
害
者
に
も
、
傍
観

者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
「
生
命
の
安
全
教
育
」
が
進

め
ら
れ
る
が
、
本
市
教
育
振
興
基

本
計
画
で
は
学
校
づ
く
り
の
原
点

を「
子
ど
も
の
生
命
を
守
る
こ
と
」

と
し
て
、
す
で
に
性
犯
罪
や
性
暴

力
を
生
ま
な
い
た
め
の
正
し
い
知

識
を
得
る
こ
と
や
、
被
害
を
避
け

る
行
動
を
と
る
た
め
の
指
導
を
し

て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
内

容
に
「
生
命
の
安
全
教
育
」
の
視

点
を
入
れ
指
導
を
進
め
て
い
く
。

学
校
給
食
摂
取
基
準
改
正
は

反
映
さ
れ
て
い
る
か

　
　
学
校
給
食
で
、
塩
分
や
脂
質

を
減
ら
し
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
を
増
や
す
よ
う
に
と
い
う
摂

取
基
準
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
本

市
学
校
給
食
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
食
物
繊
維
は

摂
取
基
準
を
満
た
す
が
、
塩
分
を

減
ら
す
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
。

汁
物
の
具
、
特
に
野
菜
を
増
や
す

こ
と
で
、
水
分
量
を
減
ら
し
、
塩

分
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
努
力
し

て
い
る
。

QA

QA

「
生
命（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
」

の
推
進
を

　
　
分
散
型
避
難
で
起
こ
り
う
る

車
中
泊
避
難
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

事
前
周
知
は

　
　
車
中
泊
避
難
は
、
避
難
者
の

状
態
把
握
、
各
種
の
情
報
伝
達
に

課
題
が
あ
る
。ま
た
、エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
な
ど
に
よ
る
災
害
関
連
死

も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
市
は
推
奨

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
実
的

に
は
車
中
泊
避
難
を
さ
れ
る
方
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
避
難
所
運
営
、

災
害
復
旧
や
支
援
活
動
等
の
支
障

と
な
ら
な
い
場
所
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
声
か
け
な
ど
健
康

被
害
の
予
防
を
考
え
て
い
る
。

安
全
に
避
難
す
る
た
め
に

　
　
豪
雨
時
、
車
両
等
の
河
川
道

路
へ
の
進
入
防
止
な
ど
対
策
は
。

　
　
各
一
級
河
川
に
設
置
さ
れ
て

い
る
水
位
計
及
び
各
地
区
の
降
雨

量
の
情
報
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫

等
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
に
お
い
て

は
、
本
市
の
職
員
、
可
児
市
建
設

業
協
同
組
合
や
消
防
団
に
出
動
を

要
請
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
行
止

め
の
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
集
中
豪
雨
で

は
、
通
行
止
め
等
の
初
動
対
応
に

は
限
界
が
あ
る
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
新
し
い
「
洪
水
、
土
砂
災
害

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
よ
り
、浸

水
想
定
区
域
等
の
危
険
箇
所
を
把

握
し
、
早
め
の
避
難
や
、
危
険
箇

所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
心
が
け
て

欲
し
い
。

QAQA
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

住
民
の
避
難
は

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ栄養バランスの取れた

おいしい給食を提供

避難情報
（大雨警戒レベルの変更） 天

あ
羽
もう
　良

よし
明
あき
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基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
の
接

種
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
の
情

報
を
本
市
は
持
っ
て
い
な
い
の
で
、

本
人
の
申
告
に
基
づ
く
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
先
行
予
約
期
間
の

設
定
は
岐
阜
県
の
方
針
を
確
認
し

な
が
ら
行
う
。

　
　
障
が
い
を
有
す
る
方
の
接
種

希
望
者
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
を

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い

の
有
無
だ
け
で
優
先
接
種
と
は
な

ら
な
い
。
情
報
の
提
供
や
相
談
に

き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
。
接
種

案
内
や
接
種
会
場
に
お
け
る
配
慮

に
つ
い
て
、
庁
内
で
協
議
し
な
が

ら
対
応
す
る
。

こ
ど
も
医
療
費
の

コ
ン
ビ
ニ
受
診
抑
制
策
は
何
か

　
　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

お
け
る
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
対
策
は

何
か
。

　
　
か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発
し
て
い

る
ほ
か
、
上
手
な
医
療
機
関
の
か

か
り
方
等
を
「
よ
く
わ
か
る
国
保

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
し
周
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
ど
も
医
療

で
ん
わ
相
談
「
＃
８
０
０
０
」
の

認
知
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
検
診

や
予
防
接
種
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
、
周
知
に
努
め
る
。

QAQAQ

A

円
滑
な
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を

　
　
過
去
２
回
の
予
約
受
付
で
の

課
題
と
今
後
の
改
善
点
は
。

　
　
課
題
と
し
て
は
、
予
約
開
始

初
日
に
電
話
や
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
ス

が
集
中
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
ま

た
、
高
齢
者
の
中
で
も
特
に
年
齢

の
高
い
方
は
ウ
ェ
ブ
で
の
予
約
が

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
今

後
は
若
い
年
齢
層
に
移
行
し
て
い

く
が
、
ウ
ェ
ブ
の
操
作
方
法
な
ど

で
困
っ
た
場
合
は
、
事
前
に
担
当

課
へ
相
談
で
き
る
よ
う
な
体
制
に

し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
　
65
歳
以
上
の
接
種
は
７
月
末

ま
で
に
完
了
す
る
が
、
今
後
、
64

歳
以
下
の
方
へ
の
接
種
は
ど
の
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
の
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
国
や
県
か
ら

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
分
か
り
次
第

順
次
案
内
し
て
い
く
。
接
種
順
位

と
し
て
は
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
、

高
齢
者
施
設
の
従
事
者
、
60
歳
か

ら
64
歳
の
方
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
方
か
ら
案
内
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
１
回
目
の
接
種
は
７
月
上
旬
に

は
完
了
す
る
の
で
、
間
を
空
け
る

こ
と
が
な
い
よ
う
６
月
中
旬
を
目

安
に
接
種
案
内
を
し
て
い
く
。

QAQA
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
捗
状
況
は

板
いた
津
づ
　博

ひろ
之
ゆき

こども医療でんわ相談パンフレット 山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

新型コロナウイルスワクチン接種の案内
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可
児
市
環
境
基
本
計
画
の
巻

頭
言
で
市
長
が
今
後
10
年
の
重
点

施
策
を
示
し
た
。（
令
和
２
年
３
月
）

本
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
特
徴
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
事
務
事
業
編
）
は
３
年
前
の

改
定
で
削
減
目
標
の
見
直
し
、
施

策
の
整
理
を
し
た
。
ま
た
、
太
陽

光
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
に

つ
い
て
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
に
基
づ
き
地
域
の
民
間
活
力

を
主
体
と
し
た
事
業
を
展
開
し
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
事
業

者
提
案
に
随
時
対
応
す
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推
進
に
向

け
検
討
を
進
め
、同
実
行
計
画（
区

域
施
策
編
）
を
年
度
内
に
見
直
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
職
員
の
時

間
外
勤
務
量
は

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
進
室
で
の
職
員
時
間
外
勤
務
の

実
態
は
。
人
的
支
援
対
策
は
。

　
　
４
月
に
臨
時
職
員
を
含
め
８

人
増
員
し
た
が
、
５
月
に
入
り
高

齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
に
関
連

し
、
４
人
の
職
員
の
時
間
外
勤
務

が
月
1
0
0
時
間
を
超
え
た
。
そ

の
た
め
、
２
人
の
正
職
員
を
増
員

し
、
集
団
接
種
会
場
に
お
い
て
は

全
庁
か
ら
延
べ
6
3
1
人
の
応
援

職
員
を
配
置
し
た
。
今
後
も
よ
り

効
率
的
な
業
務
執
行
の
た
め
、
必

要
に
応
じ
職
員
体
制
を
整
え
た
い
。

QA

QQA

市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
特
徴
は

　
　
同
性
婚
が
法
的
に
認
め
ら
れ

な
い
中
、
平
成
27
年
11
月
に
東
京

都
渋
谷
区
等
で
日
本
初
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
れ
は
戸
籍
上
の
性
別
が
同
じ
二

人
を
社
会
生
活
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー

関
係
に
あ
る
と
自
治
体
が
証
明
す

る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

家
族
と
し
て
公
営
住
宅
の
入
居
が

可
能
と
な
る
等
、
性
的
少
数
者
が

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
な

る
。
本
市
の
制
度
導
入
の
考
え
は
。

　
　
岐
阜
県
は
、
令
和
２
年
12
月

に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
を
検
討
す
る
と
発
表
し
た
。
こ

の
中
で
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と

具
体
的
な
制
度
の
内
容
や
導
入
時

期
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、
本
市
も
議
論
に
参
加
す
る

予
定
で
あ
る
。

ト
イ
レ
な
ど
公
共
施
設
の

性
的
少
数
者
へ
の
配
慮

　
　
性
的
少
数
者
が
利
用
し
や
す

い
ト
イ
レ
な
ど
、
本
市
が
行
う
公

共
施
設
の
配
慮
事
例
は

　
　
性
的
少
数
者
へ
の
配
慮
事
例

と
し
て
、
市
庁
舎
を
は
じ
め
14
カ

所
の
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
ほ
ぼ

全
て
の
公
共
施
設
に
多
目
的
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
多

目
的
ト
イ
レ
を
自
由
に
利
用
し
て

欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

QA

本
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
導
入
の
考
え
は

野
の
呂
ろ
　和

かず
久
ひさ

市役所内の多目的トイレ

「ゼロカーボンシティ」の
イメージ 伊

い
藤
とう
　健

けん
二
じ
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コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
の
見
守

り
や
相
談
事
業
の
変
容
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
対
策
は

何
か
。

　
　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
便

り
の
送
付
や
、
既
存
の
開
催
事
業

の
参
加
者
へ
自
宅
で
で
き
る
体

操
・
脳
ト
レ
番
組
放
送
等
を
案
内

す
る
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
約
1.5
倍

に
増
え
た
相
談
へ
の
対
応
や
、
新

規
サ
ロ
ン
開
設
相
談
な
ど
に
取
り

組
み
、
市
や
社
会
と
の
つ
な
が
り

で
孤
立
回
避
の
取
り
組
み
を
す
る
。

　
　
若
者
へ
向
け
た
社
会
的
孤
立

対
策
支
援
に
つ
い
て
今
後
ど
う
取

り
組
む
か
。

　
　
市
は
、
青
少
年
を
対
象
と
し

た
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
電
話
と

メ
ー
ル
で
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
の
「
青
少
年
Ｓ
Ｏ
Ｓ
セ

ン
タ
ー
」、「
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
実
施
す
る
悩
み

相
談
や
就
労
相
談
も
併
せ
て
紹
介

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
相
談
に

つ
い
て
、
今
後
は
必
要
性
が
高
ま

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
他
市
の

導
入
状
況
等
を
研
究
す
る
。

未
来
志
向
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
デ
ジ
タ
ル
技
能
習
得
や
雇
用

の
創
出
に
つ
い
て
本
市
の
方
向
性

は
。

　
　
国
の
補
助
金
の
活
用
等
か
ら

デ
ジ
タ
ル
技
能
習
得
後
の
起
業
相

談
を
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
で
随
時
受

け
る
。
ま
た
、
安
定
雇
用
と
将
来

性
の
あ
る
優
良
企
業
の
誘
致
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQA

QA

孤
独
・
孤
立
支
援
か
ら

未
来
応
援
に
つ
な
げ
て

　
　
令
和
３
年
成
人
式
が
５
月
に

延
期
決
定
し
、
そ
の
後
中
止
の
判

断
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　
　
５
月
へ
の
延
期
決
定
を
し
た

昨
年
12
月
末
時
点
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
拡
大

し
て
お
り
第
三
波
の
真
っ
只
中
で

あ
っ
た
。

　
４
月
末
に
な
っ
て
も
、
大
都
市

圏
の
感
染
が
収
ま
ら
ず
感
染
拡
大

地
域
か
ら
県
を
ま
た
ぐ
帰
省
を
防

ぎ
、
市
内
へ
の
感
染
を
防
止
す
る

た
め
中
止
を
決
定
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
政
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
関
わ
り
は

　
　
式
典
会
場
で
記
念
撮
影
ブ
ー

ス
を
設
置
し
た
が
混
乱
は
無
か
っ

た
か
。

　
　
県
か
ら
の
要
請
に
応
じ
た
形

で
式
典
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
切

り
替
え
た
結
果
、
成
人
式
の
実
行

委
員
会
か
ら
は
式
典
参
加
が
中
止

と
な
っ
て
も
、
せ
め
て
友
人
と
の

写
真
だ
け
で
も
残
し
た
い
と
の
意

向
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
撮
影
ブ
ー
ス
を
設
け
る

こ
と
で
、
行
き
場
を
失
っ
た
新
成

人
が
無
秩
序
に
大
人
数
で
集
ま
っ

た
り
し
な
い
こ
と
に
繋
が
る
と
考

え
た
。
利
用
者
に
対
し
、
感
染
症

対
策
は
勿
論
の
こ
と
、
感
染
予
防

の
啓
発
活
動
も
行
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
利
用
者
が
集
中
し
た
時

間
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

今
後
の
反
省
材
料
と
し
た
い
。

QAQA
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

成
人
式
の
あ
り
方
は

体操・脳トレ番組の案内

田
た
原
はら
　理

り
香
か

渡
わた
辺
なべ
　仁

ひと
美
み

実行委員の思いが
詰まった成人式の冊子
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平
成
17
年
の
旧
兼
山
町
と
の

合
併
か
ら
16
年
が
過
ぎ
た
。
そ
の

間
、
兼
山
地
区
の
人
口
は
約
26
％

減
。
合
併
特
例
債
は
26
件
約

１
３
４
億
円
起
債
さ
れ
た
。
合
併

が
も
た
ら
し
た
成
果
・
課
題
は
何

か
。

　
　
兼
山
地
域
審
議
会
を
計
19
回

開
き
諸
課
題
に
つ
い
て
、
協
議
し

て
き
た
。
兼
山
小
学
校
の
大
規
模

改
修
や
、
兼
山
保
育
園
の
耐
震
化
、

美
濃
金
山
城
跡
の
発
掘
調
査
と
整

備
等
、
兼
山
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
魅

力
の
向
上
、
さ
ら
に
は
市
営
住
宅

の
建
設
な
ど
人
口
増
に
も
取
り
組

ん
で
来
た
。
合
併
特
例
債
は
、
市

の
財
政
負
担
を
抑
え
て
、
公
共
施

設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
市
の
重

点
施
策
を
大
き
く
推
進
す
る
こ
と

に
貢
献
し
た
。
今
後
も
自
治
連
合

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
防
災
力
向
上
事
業
補
助
金

の
活
用
を

　
　

地
域
防
止
力
向
上
補
助
金

（
令
和
３
年
度
予
算
で
1
千
万
円
）

は
、
こ
れ
ま
で
自
主
防
災
組
織
や

自
治
会
し
か
利
用
実
績
が
な
い
が
、

自
発
的
に
組
織
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

も
補
助
対
象
と
な
る
か
。

　
　
自
治
会
等
と
連
携
、
協
力
し

て
防
災
活
動
を
継
続
し
、
地
域
防

災
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
認
め

ら
れ
る
団
体
は
、
補
助
金
の
交
付

対
象
に
な
る
と
考
え
る
。

QA

QQA

兼
山
合
併
後
の
検
証

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

現
状
で
は
あ
る
が
、
多
感
な
時
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
我
慢
を
強
い
ら

れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ

ア
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
　
児
童
生
徒
に
寄
り
添
い
、
心

の
ケ
ア
を
し
て
い
く
た
め
に
教
育

相
談
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
。
担
任
に
よ
る
面
談

を
行
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
な
ぎ
、

保
護
者
も
含
め
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
、
最
大
限
の

注
意
を
払
い
、
慎
重
に
感
染
対
策

を
行
い
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
主

体
と
な
っ
た
各
種
行
事
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
社
会
見
学
や
修

学
旅
行
な
ど
は
、
で
き
る
範
囲
で

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス

発
散
を

　
　
Ｋ
Ｙ
Ｂ
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の
公

共
施
設
を
運
動
会
等
に
積
極
的
に

利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
が
利
用
を
検
討
す
る
場

合
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

QQA

コ
ロ
ナ
禍
に
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令和 ２年度議長交際費の内容
　議長交際費とは、議長が議会を代表し対外的な
活動をするために、予算の範囲内で支出する経費
です。
　なお、議長公務の内容は、議会ホームページや
フェイスブック等で公開しています。

令和 ２年度政務活動費の使い道

区分 件数（件） 支出額（円）
慶 祝 0 0
見 舞 0 0
弔 慰 6 30,000
会 費 0 0
協賛・賛助 0 0
そ の 他 0 0

　政務活動費とは、議員の調査研究に役立てるために必要な経費の一部として交付され
るもので、本市議会議員には一人当たり月額 ２万円（年額24万円）が各会派または会派
に属さない議員へ交付されます。各会派等は、毎年、収支報告書に領収書を添付し議長
に報告しています。また、残額は市に返還しています。
　なお、領収書などは議会ホームページや議会事務局で閲覧できます。

会派名等 人数（人） 交付額（円） 支出額合計（円） 残額（円）
会 派 き ず な ５ 1,200,000 676,574 523,426
可 児 未 来 ３ 720,000 369,455 350,545
自 由 民 主 ク ラ ブ ２ 480,000 210,847 269,153
日 本 共 産 党 可 児 市 議 団 ２ 480,000 294,619 185,381
可 児 市 議 会 公 明 党 ２ 480,000 245,682 234,318
真 政 会 ２ 480,000 125,664 354,336
立 憲 民 主 党 市 民 の 声 ２ 480,000 275,154 204,846
保 守 の 会 ２ 480,000 59,800 420,200
酒 井 正 司（無会派） １ 240,000 127,402 112,598
松 尾 和 樹（無会派） １ 240,000 137,294 102,706

計 22 5,280,000 2,522,491 2,757,509

会派名等 支出額
合計（円）

支出内訳（円）

研修費 資料作成費 資料購入費 事務所費
会 派 き ず な 676,574 42,770 122,387 39,320 472,097
可 児 未 来 369,455 48,430 6 0 321,019
自 由 民 主 ク ラ ブ 210,847 0 13,437 4,800 192,610
日 本 共 産 党 可 児 市 議 団 294,619 0 1,705 75,910 217,004
可 児 市 議 会 公 明 党 245,682 0 26,219 68,750 150,713
真 政 会 125,664 0 0 0 125,664
立 憲 民 主 党 市 民 の 声 275,154 0 0 34,173 240,981
保 守 の 会 59,800 0 0 0 59,800
酒 井 正 司（無会派） 127,402 0 28,402 0 99,000
松 尾 和 樹（無会派） 137,294 38,500 0 18,647 80,147

計 2,522,491 129,700 192,156 241,600 1,959,035

議長交際費と政務活動費の公表
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▼タブレット研修会� （4月13日）

　講師を招き、タブレットの活用について学
ぶ研修会を開催しました。タブレットの基本
的な使い方や、活用方法、オンライン会議へ
の参加方法などを学びました。

▼永年勤続表彰� （6月23日）

　全国市議会議長会および東海市議会議長会
から、林則夫議員が在職40年以上、冨田牧
子議員が在職25年以上で表彰を受けました。

新型コロナウイルス感染症克服へ
可児市議会緊急宣言

議 会 レ ポ ー ト議 会 レ ポ ー ト

　市民の皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止にご理解とご協力をいただ
き心より感謝を申し上げます。
　現在、感染の脅威は収まるどころか、連日のように新規感染が報告され医療機関の病床使用率は
ひっ迫しております。特に、10代、20代の若い世代や外国籍市民の感染が急増しており、危機意識
の共有を徹底することが重要だと認識しています。本市は多文化共生のまちづくりを推進して参り
ました。今こそ「オール可児」で一致団結してこの困難を克服しましょう。尚、市内医療機関の皆
様に多大なご協力をいただいていることに、心から感謝とお礼を申し上げます。
　市民の皆様には、改めて以下の点を踏まえた行動をお願いします。

令和 ３年 ６月　　可児市議会

このコーナーでは、議会が
行っている活動を写真で報
告しています。

１ �　偏見や差別は、その対象となる人々の心身の健康にダメージを与えるだけではありません。
差別を恐れて病状を隠したり、感染者が濃厚接触者の追跡調査に協力しなければ、感染を広
げてしまったり感染拡大を防ぐ活動の障害になり、感染症の封じ込めを困難にしてしまいま
す。「オール可児」で、偏見や差別をなくしましょう。

２ �　一人一人の感染予防対策が市内の感染拡大防止につながります。大人数や感染対策が施さ
れていない場所でのマスクなし会食など感染リスクの高い行動を控えましょう。屋外、屋内
を問わずマスクの着用、手指消毒、人との距離の確保など基本的な感染予防対策の徹底に今
一度取り組んでいきましょう。

３ �　新型コロナウイルス終息に向けた有効な手段がワクチン接種です。本市では、国からのワク
チンの供給にあわせ、順次、予約受付、接種を進めています。積極的に接種をしていきましょう。
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可児市議会

チョット おじゃまします

「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

　今回もコロナ禍における地域活動を紹介します。
　伊藤健二議員と松尾和樹議員が、土田の栄町公民館で開
催されている「栄町サロン」におじゃまして役員の方にお
話を伺いました。

広報委員：いつから活動されているのですか。
水野さん：�平成18年から活動を始めて今年の 6月で丸15年

間継続しています。毎月月末の金曜日に開催し
ています。

広報委員：どのような目的で始められたのですか。
水野さん：�地域の高齢者に集いの場を提供し、生きがいづ

くりや介護予防に取り組んでいます。
広報委員：サロンでは何をして過ごすのですか。
水野さん：初めの30分は健康体操をします。
　　　　　�その後、 1時間は季節のイベント行事をしてか

らお食事タイム（新型コロナウイルス感染予防
のため自粛中）、誕生会などをしています。

広報委員：�とても楽しそうな内容ですね、今後の目標はあ
りますか。

水野さん：�はい、誰でも気軽に参加できるような楽しい場
づくりを目指しています。そのためにはまず自
分たちが楽しむことが大事だと考えています。

　　　　　�年 ３ 回、カタクリ、
新緑、紅葉の季節に
ウオーキング行事を
企画するなど工夫も
しています。ぜひ気
軽に参加していただ
きたいです。

第 5回定例会のお知らせ
8月

23日　開会日（議案説明）
23日
24日　予算決算委員会
25日

9月
 2日
 3 日　一般質問 ・議案質疑

 7日
 8 日　予算決算委員会

 9日　総務企画委員会
10日　建設市民委員会
13日　教育福祉委員会
15日　予算決算委員会
28日　閉会日（委員長報告 ・討論 ・ 採決）
会議は午前 9時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合があります。

地域のかがやき
地 域 の 笑 顔

今渡／ふれあいの里弘法堂 春の大祭

弘法様の前でニコリ

土田／白髭神社 お鍬
くわ

まつり

今年も豊作でありますように
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栄町サロンお世話係（役員）の皆さん

皆さんで健康体操

12


